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Ｉ　問題の所在
社会科教育においては
，社会事象間の因果関係を説
明する力
，判断・推理力の育成は重要である。
特に
，中学生の時期は，これら社会事象間の因果関
係を説明する力や判断・推理力が伸長する時期である。
にもかかわらず
，中学校における社会科の日常の授
業は事実的知識の羅列
，注入に終始しがちである。ま
た授業で社会事象間の因果関係の説明を組み込んだり
，
判断
・推論を重視する場面を設定しても，授業の総括
的評価としての中間
・期末テストは大部分が断片的な
事実的知識の有無や量の多少を問うものになっている
。
中間
・期末テストの内容如何ば中学生の日常の社会
科授業への在り方に大きな影響を与えていく
。また，
高校入試問題の内容如何は中学校社会科の授業の在り
方に大きな影響を与えていく。
まさに
，中間・期末テスト，高校入試問題等の内容
は
，現実的に今日の中学校社会科教育に大きな影響を
与え
，教育の方向さえも左右しかねない重要事である。
このような問題状況下にありながら
，現実にはテス
ト問題は大きく変わる傾向はみられない。その原因は，
一づにはテスト問題の研究開発の遅れにあり，いま一
つはテスト問題の究明が社会科教育の目標
，内容，方
法に係わり
，究極的には 観に係わるものだ
からである
。テスト問題の究明は社会科教育研究の究
極的な研究領域と考えられるからである
。
しかしながら
，テスト問題特に中間・期末テスト，
高校入試問題等のペーパーテスト問題は現状のままで
あっていいはずがない。
伊東亮三氏は「現実的に
，評価によって社会科授業
を望ましいものに変えるためには
，期末などのテスト
問題の変革が
，評価研究の緊急の課題であろう」（註1）
とし
，特に中間・期末テスト問題や高校入試問題の改
善等社会科の望ましい学力を評価するテスト方法の開
発を主張している。
ｎ　目的と方法
本稿では
，説明，判断，推論を重視したペーパーテ
スト問題の具体的事例｡の提案を意図している。
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そのため，次の方法をとる。
①「説明」，「判断」，「推論」の概念の定義をすると
ともに改訂中学校生徒指導要録「社会科」の観点別
学習状況評価の整理をする。
②福岡県内の中学校で行なわれた社会科中間
・期末
テスト問題の収集をするとともに福岡県の過去の高
校入試問題（社会科）の整理をする。
③説明・判断・推論を重視したペーパーテスト問題
の提案の視点を明示し
，この視点に係るペーパーテ
スト問題の事例を提示する
。
（1）説明，判断，推論
本稿では，次のように定義をする。
Ｏ「説明
」とは，社会事象間の因果関係を原因と結
果で考察し述べていくことである
。岩田一彦氏は現
象的因果関係と本質的因果関係にわけている（“2）
。
○「判断」とは，社会事象の解釈に当たって，正当
に認識し
，評価,選択することである。これには，特
定の価値への指向と価値の多楡ﾋIEの容認の立場がある
。
○「推論
」とは，既知の判断から新しい判断を導き
だすことである。社会事象間の因果関係の説明に当
たって「仮説」を重視する。
（2）改訂指導要録による「観点別学習状況の評価」
平成２年度告示の中学校生徒指導要録社会科の観
点別学習状況評価の観点は次のようである
。
○社会的事象への関心・意欲・態度
○社会的な思考
・判断
○資料活用の技能・表現
○社会的事象についての知識・理解
上記出と（2）の関連の論述は本稿の主部分ではない
が
，本稿で示す事例に，改訂生徒指導要録の評価の
観点は組み込まれている。
（3）福岡県内のテスト問題の収集と整理
福岡県内の中学校社会科の教師の研究サークル
匚福岡社会科研究会」では，昭和59年からペー パー
テストの改善に取組んで現在に至っている
。本研究
会に所属する教師らは中間
・期末テスト問題の作成
に当たって100点のうち20点程度相当を従前の知識中心のものに加えて，本稿で提案するような問題を
開発・工夫してきた。
また，福岡県では昭和63年には従来の記号のみに
よる解答に文字で記入する方式が導入された。平成
元年 には，我が国の輸出品目の変化の円グラフを読
み取り，それを70字程度で説明する問題が出題され
ている。以来 平成４年実施のテストまで同様の問
題が出題されている。
本稿の論述の主部分は説明・判断・推論を重視し
たペーパーテスト問題の視点 の明示とこの視点に係
るペーパーテスト問題の事例提示にあるので，上記
②の｢ 福岡県 内のテスト問題の収集と整理｣ につい
ては割愛する。本稿では岩田一彦氏の社会科におけ
る知識と思考の分類視点(註3)を基盤に，次の視点を
設定した。
田　 社会事象間の因果関係を資料で読み取り，説
明する。
(2) 資料を読み取り，読み取った事項に着目し，
仮説をたてる。
(3) 社会事象または社会事象間の因果関係に関し
判断をする。
なお，作間については，橋本重治氏 の作問法(註Ｏ
を参考にした。
Ⅲ　内　 容
（1） 社会事象間の因果関係を資料で読み取り，説明す
る問題
广-- (1卜 １
５
資t4 1 ～Ⅲをみて，次の各間に答えな
さい
（３） 穴糾Ⅲは路占巾の夏の平均気温と
米の収吸爪の関係を表したものであ
る。これについて①，②の外問に答
えなさい。
①　　この地方にしばしば起る，夏の
低温に什う災害をにんというか。
漢字２字で答えなさい。
Ⅲ
・（!）1955 年り 時，この地方の米の収良昂と夏の気澱との関係ljどの
｜・ ”ような傾向にあると判断されるのか。次の３つの粫句を使って説明し
Ｉ　　なさい。ただし，３つの語句には下線を引いておくこと。
：　　　　 ，
品1,1改良　　　　・苗代 ，　　・栽培技術
ｌ
１　
４　穴t11 ・ 11厂問顛（ ）），（2 ）gj省縮
?
?
‐
?
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本間は「東北地方一冷害とたたかう農業」の主眼
「東北地方の冷害は冷害に強い品種や早稲への品種
改良や保温折衷苗代等の栽培技術の発達によって，
減少傾向にあ ることがわかる。」に係るものである。
「10 アールあたりの米の収穫量と６月～８月平均
気温（宮古）」 の両者の変化に着目して，夏の平均気
温と米の収穫量の関係を品種改良や栽培技術の発達
等社会的側面 から説明する問題であり，通常， この
程度の問題であれば中間テスト等で出題されている。
一 一 ～ 申 ●
山 一２
問 ５　 下19 オ の部分， 「欧 米 のア ジア退出 」をぶ す 資料 （別 紙資 料,り の
う ち，Ａ～Ｆにあてlj ま る同 名を71 きなき い。 ま た， こ れら の国 々が
この よう にア ジアに 進山し て きた理山 を， 特にｊ ９ １Ｕ己以 降 にⅢ定し
て，次 の粨 句を 使って 説明 しなさ い。 ただ し， 侠・ た茹 句の 下に は，
必ず下tg を ひいて おく こと。
［
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闘7　1 り|治 新政府 の貼 改革 はたし か に||]米 のやり 方を う ち破り， 近 代 化を　ｉ
おしす オめた 而を もって い る。 こ のこ とは 励極的 に評 価さ れなり れば　ｌ
ならな い。し かし なが ら，堵 改革 に当 たって はい ろい ろな 方而 から反　ｌ
対 の声 もあが ってい た。 帖 に，ａ 民 が 中心に なって 反刔 し たこ とに　　l
(D 学制 頡布　 ②徴 兵剛度　・j 剛ll 改正　 があ る。 人々 はど のよ うな心　 Ｉ
が 反刔 であっ たの か。sI』紙ｎ １１Ａ～Ｎの巾 か ら説明 に廼 す る資爿 を選 び，
ｌ
そ のyl 糾を嶌爿 に Ｌて， 反刔 の{P. Illをjl 休的 に説|ﾘ|し なさ い。　　　 ｌ
(|) 学制 汕li … …刄･11戉?itl(　) などを みて もわ かる よう に　　　　 ！
②　徴Ji制度･･‥･別紙資料 く　 ）などをみて６わかるように
（!　地111改正……!l･11氏rl料（　 ）などをみてもわかるように
｡｡｡｡｡_________--｡｡｡ 一一一一｡一一｡___-｡｡ 一一一一_______ 」
本 問 は 「欧 米 諸 国 の ア ジ ア 進 出 」 の主 眼 「産 業 革
命 に よ って 資 本 主 義 経 済 を 発 展 さ せ た イ ギ リ スを は
じ め と し た 欧 米 諸 国 が 資 源 ， 原 料， 市 場 を 求 め ア ジ
ア に 進 出 し て い っ た こ と が わか る。」 や 「 明 治 維 新
期 の 諸 改 革 」 の う ち ，「 学 制 領 布 ， 徴 兵 制 度 ， 地 租
改 正 に つ い て ， そ れ らが 我 が 国 の近 代 化 を お し 進 め
た面 と 反対 し た人 々 の考 え 方 が わか る。」 に 係 る も
の で あ る。
事 例 中 の 問 ５は 資 料 中 の ６ つ の国 名 を 答 え る も の
で ， こ の事 実 的 知 識 と と も に 進 出 の理 由 を 指 定 さ れ
た ５つ の 語 句 を 使 っ て 説 明 す る も ので あ る。 事 例 中
の問 ７ は説 明 に 必 要 な 資 料 を 問 題 用 紙 に 別 添 の 別 紙
資 料 （ Ｂ ４版 ）12 コ マＡ ～ Ｎ の うち か ら 選 び， 選 ん
だ資 料 に基 づ き 説 明 す る も の で あ る。 中 間 ・ 期 末 テ
ス ト で は こ の種 の 問 題 で 配 点 を100 点 中20 点 程 度 の
設 定 が 妥 当 で あ る。
厂‾‾‘ ’　山 一 ３
１一一円　
次の資ｎｌはわか国のｎ哩,物の品目別自柏市の変化を，穴ｎ卜 よ国内におり
生産叭の変化を，示した６のである。附４１・ｕをみて，間口ま１～４から
？ー礁びが1 で囗n12 は文叺で。答の梱に紀人せよ。
問１　資ｎｌのA，B にあてはまる６のを正しく組み合わせたのはどれか。
１ Ａは米， Ｂは野 菜
2 Alj 人Ｑ，Ｂは小麦
3 Alj 米，B11 人 豆
４　Ａは野菜，Ｂは米
悶 ２ 次の二つの11j句を便-, て
戮nl ・11 中のｔlりに閥i'
るグラフの竃化につい て，
節潔に挺119】せよ。
｜
｜
食生活の変化
輸入
lll ¶・｜| ↓f 喊
????
‐
?
?
?
?
問
２
－82 －
社会事象間の因果関係を資料で読み取り説明する
問題について，福岡県高校入試問題では地理的分野，
歴史的分野，公民的分野の３分野を総合する形で次
のように出題されている。
○平成元年度　我が国の輸出品目の変化を示した円
グラフを載せ， グラフ中のＡ，Ｂは機械類, 食料品，
繊維品，石油製品のいずれかである止いい, A,  B
にあたる語句を使って，我が国の輸出の変化を70字
程度で説明する問題。
○平成２年度　図１に1940年～1985 年の産業別就業
人口の割合の変化を表す折れ線 グラフを示し，グラ
フ中の55年～70年を指定している。ｎには太平洋ベ
ルトの地図が示されている。図１中の55年～70年の
時期に最も関係深い語句を「石油ショック（危機）」，
「農地改革」，「高度経済成長」のうちから一つ選ん
で，選んだ語句を使って図IIで示す「太平洋ベルト」
への人口集中について70字程度で説明する問題。
本櫺1 ）－3 は平成３年度の問題である。本間は指
定された「食生活の変化」，「輸入」の２つの語句を
用いて牛肉に関するグラフの変化について，70字程
度で説明する問題である。
（2） 資料を読み取り，読み取った事項に着目し，仮
説をたてる問題
ご 帽2)-  1 … … … … － ’… … … … … … －１
１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １
１　下の資tlは，「わか国の就業仙造と所1!IM」毳の対比」を表している。　l
: 責ｎ｜，･II巾のグラフＡ，ll，ｃは，叭１次産業，第２次産業，陷３次産　:
:業のいずれかをａＬている。n111 ，jlにつ いて，下の名問に答えなさい｡:
質 料　 Ｉ 貿料　 Ｈ
釵戔人口皿・ｑＭが，・吸磚1斤吐ａ肩企lj斤り・吸ＩＱ圦紆Ｋよ６．１ａｌ司Qa
翕り11･a･1μｐａｇ内ｗ二gil牀より，　　　　　　　　 （1990 牋r8 硅 闢匐 勗 屁 ）
１（１）Ａ～Ｃのうち，第１次産業を表しているものを一つ選び， 記号
で篆え なさい。
（ ２）1960 年以降のグラフＡ～Ｃの勦きをみて，なぜ，このよう
な動きを示すのか，仮説を立てなさい。
（３）上の（２）の仮説を倹証するとすれぱ，机砌として，どのよう
な資tlを収集すればいいのか. MS なさい。
本問は「戦後の日本経済の歩み」の主眼「高度経
済成長の過程で，産業別就業人口が変化したことは
国民の所得と関係かおることがわかる。」に係るも
のである。折れ線グラフのＡは第２次産業，Ｂは第
３次産業，Ｃは第１次産業を表している。我が国の
‐
‐
?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
‐
産業 の動向を理解していれば，比較的容易な問題で
ある。資料Ｉ の動向の背景を学習する視点として，
例えば次のことが考えられる。
・産業の発達と職業分化の進行　　 ・産業 の発達と
労働生産性　　 ・産業の発達と国民所得　　 ・産業
の発達と貿易構造の変化
また，第１次産業，第２次産業，第３次産業それ
ぞれに着目してそれぞれの動向に係る関連資料をｎ
に設定して問題を作成することもできる。
本間(2)は産業別就業人口の変化の背景を国民所得
の点から考察し，仮説をたてるものである。そのた
めには，国民所得の概念，労働生産性，職業分化等
についての基礎的な知識が必要である。通常，授業
では仮説設定をし，検証していくが，自己教育力育
成の上からは資料収集の方法・見込みなどを取り上
げていくことは重要である。
卜(2)-2
１　 次の裏Ａ，ｎについて，下の（1 ）
hjl び答えなさい。
??
?
一83 －
八
輸出（ 百万ドル） 陥入（叫万ドル）
| ダイヤ
モンド…1134
紕眼品……1037
衣哨……… 914
荼…………517
飫鉈行…
478
戝賊川‥‥‥ 126
な油製,w･‥120
,圦介咳……337
似Q ………33131 x……8989
原油……3043
戝戌熕…2901
以
鴿
……1151
石油１品1075
ダイヤモンド873
化学肥14 869
植物哇.柚脂618
舘111必品470
有a.薬品429皿 ……337
計× 】6224
（２）のいずれかのうち，一つを
Ｂ
輸出（百万ドル） 輸入（肖万ドル）
自動巾…23286
↓攻械熕…10628
氏邨……60j7
木伺……4888
パルプ…4131
原油……3664
小友……2433
液化ガス2408鯊
介陌…2099
鉄剤……2023計×…9伺02
磯馘なi…23239
自動ホ…22689
川油……2399
金図製品 訃12
t 密戝賊20701a
眼品…2026
衣哨……1770
鉄綱…
642
プラス
チック1481計×…87578
（1990 年 版 「 日本 国 勢 図 会」 か ら 作 成 ）
●---q---一一------------------,4-がｰ-ss’｀ - ”^ ”---------------- ㎞｡｡-----qa44-g9----p-------｡-●
（ ｜ ） 表 Ａ巾 の 「 ダ イ ヤ モ ン ド」 ， ［ 機 械 類 ］ は い ず れ も 愉 山 ， 輸 入 の
品 目 に な っ て い る。 そ れ は な ぜ か 。 仮 説 を た て な さ い 。
ぐ2 ） 裘B 中 の 「11 勁 車 」 ， 「偲| 或熕 」 ， 「原 油 」 は い ず れ も 輸 出 ， 輸
入 の 品| ‾1に な っ て い る。 そ れ は な ぜ か 。 仮 説 を た て な さ い 。
’１
＝ ＝ １
四 〃 ｌ － － － － 皿 皿 － － － － Ｗ 四 Ｗ Ｗ 四 ← ← 〃 － 皿 － ｌ － 皿 － － － － ㎜ 四 四 四 － ｉ 二 ← ← 〃 － －
本問は「南アジアーイ冫ド」，「アングロアメリカー
カナダ」の学習での導入や展開または学習後の発展
で，Ａ表中のダイヤモンド，Ｂ表中 の自動車， 機械
類，原油などに着目し，これらの物資・資源がとも
に輸出品目にも輸入品目にも入っている点 に着目
し，仮説をたてる問題である。本問の仮説がたてら
れるためには，･インドやカナダの産業構造,｡貿易構
造を理解しておかなければならない。 インドやカナ
ダの産業構造についての理解が十分でなくても，既
習事項を示唆することで仮説の設定は可能である。
本問において，生徒はどのような仮説をたてたの
か，本稿IV に記載している。
インドでは， ダイヤモンドの原石を他国から輸入
し，インド国内で研磨し，ダイヤモンド製品として
他国に輸出している。Ｂ表のカナダの輸出入品目の
うち，自動車，機械類，原油などについて学習を深
めていけば，アメリカ合衆国との結びつきが鮮明に
なってくる。
（3） 社会事象または社会事象間の因果関係に関し判
断をする問題
に--  (3 卜 １　 … … … … … … －一一… …
｜　
下の地図 は世界におけるある農産物の止産地峨を表している。 また，
1 裏 凵 ま同 じ農産物の世界におけ る崘人 肌を淤している。
地図と 表１について，次の各問 に答えなさい。
ある11笥 物 の11.!外|ごおける生産地域　　 衷Ｉ　 丗男における輸人ｍ
輸 入 １９８７
ソ辿……
巾国……
日木……
エジプト
イタリア
韓国……
イラン…
1 8 0 9 7
１４０５０
5 4 7 6
5 16  2
４６１７
４１２１
３６００
（ １） あ るａｓ 物とはなんですか。次のＡ～Ｆのなかから一つ週 び， そ
の紀丐･を（　 ）の巾に11 きなさい。 また，なぜ，そのように判断し
たのか， そのrlllllを?l さなさい。
Ａ米　BI 副E　c 砂睹　 Ｄコーヒー　 Ｅ小麦　F 大豆
（ ）
本間は「ある農産物の世界における生産地域」を
示しており，表は同一物資の世界における輸入の状
況を示している。（1）はこの農産物を特定する問題で
ある。ここでは「なぜ，そのように判断したのか。」
その根拠を答えさせている。地図中のどこに着目し
ているのか，また，表中のどこに着目しているのか
がわかる。既習の地域が限られていても，一部未習
の箇所があっても解答は可能である。世界の諸地域
の学習に当たっては，日ごろから産業面の学習のみ
ならず，世界の人々の食生活の学習と結びつけるこ
とが重要である。本問の類似問題として，例えば次
のような問題が考えられる。
・地図１「ある物資（答えは綿花）の我が国の輸入
先」，表１「ある物資の主な国の使用量」を提示。
（1）は「ある物資」を選択肢で特定させ，判断した理
由を問う問題。（2）は「この物資のアメリカでの主産
地を問い，この主産地で多く生産される理由を『労
働力』，『機械化』，『無霜期間』の３つの語句を用い
て説明する問題。
’･我が国の「パルプ・製紙工場」，「セメントエ場」，
冂 Ｃ工場」，「自動車工場」の所 在地の分布地図を
提示。次の(1), (2)の説明にあてはまる図を選び，判
断の理由を問 う問題。
（1）原料は国内各地で産出し，製品は重量物で輸送
?
‐
?
‐
費がかさみ，貯蔵中に固まってしまう性質があり，
長距離の輸送にはむかない。（2）典型的な装置型・エ
ネルギー多消費型産業であり，最近では，カタログ・
チラシＯＡ用紙などの生産部門の伸びは好調気味で
ある。
…(3 卜 ２
次のコラム圈はある新聞に掲戟されたものであ る。これを読んで，
:下の各問に答えなさい。
【コ　 ラ　 ム】国民主 ㈲と天卯|;ﾘ
Ｙ杤11肚|:は， 次のようなL!t陥訓査を実施し， その結果を発表した。
( 数字のlll.位は％)
｢あなたは， 現在の天り｡制について， どう考え ますか。｣
八　I刈民主協より天皇統治がよい…………… ………………… ２．９
Ｂ　天嘔の倫限を強 化し元首の地 位を明確化…………………3.1
C[i;1 民主権と併 存する今の象徴天皇制がよい…………… ７ １．８
Ｄ　天 哄は陶咸的 だから巓限を もっと弱める……………‥……５．１
Ｅ　国民｣ﾐ枹に反するから将 来は廃ILする…………………… ９．０
Ｆ　答え ない･ ………………………… ８,１
(19  8 1.5.2　 Ｙ新聞)
（1 ）　1:1 *1司憲法の三大 原則を 皙きなさい。
（　　　　　 ） （　　　　　 ） （　　　　　 ）
（2 ）　11 木ljl憲法では， 天皇の地位について， どのように規定してい
ますか，書 きなさい。 （　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
（３）　 あなたが，もし，仮に， 上のような アンケートに答え なければ
ならなくなったとしたら，あなたはＡ～Ｆのどの考えに賛成しますか。
（　 ）の巾 に紀9･を111さ，なぜ，その考えに怖 戉なのか根拠をあげ
て自分の考えをlj｝きなさい。
１
－
口匸
一 一 一 一 一 一 一 － － 一 一 一 － 一 一 一 一 一 一 － 一 一 一 一 一 一 一 － － 一 一 一 一 一 一 一 一 － － 一 一 一 一 一 一
本間は社会事象について，基礎的・基本的な知識
を踏まえた上で，自己の価値規範に基づく考え方を
どのように，説明できるのかを問う問題である。日
本国憲法の三大原則，天皇の地位についての事実的
知識を踏まえて，Ａ～Ｆについて自己の考え方を表
していく。 この場合，Ａ～Ｆのいずれを正解とする
のか，つまりＡ～Ｆのいずれの答えに価値を認める
のかが問題となる。(1), (2)がいずれも正解であり，
(3)の根拠が明解で，かつその根拠が上記(1), (2)の基
本を十分踏まえたものであるならば得点を与える立
場と価値規範を定めてＡ～Ｆのいずれかを正解する
立場がある。後者の場合，１つ の答えのみを正解と
する立場と２つ程度複数を許容する立場がある。 こ
の種の問題については今後の研究課題である。
IV　学習者の反応
上記Ⅲの問題事例等について，中学生は次のように
反応した。
（1）問題の得点率…本稿Ⅲの（1卜 ３の場合
平成３年度の「福岡県の入試問題」の場合，次のよ
うである。
－84 －
平成３年度県立高等学校入学試験得点状況
全 受 験 者 数 総 合 得点 率 ＊全日制，定
時制合計
5 6 0 1 6 名 6 0.4%
社会科全体の得点率 剛一３の問１ 山一３の問２
6 4.3% 7 4.6% 4  3.4%
(2) 事例の 厂仮説｣ …本稿Ⅲの(2卜 １の場合(註5)
i･11 水人の食･|;｡活が変わり，米などかあまり眺141なくなり， 輸入品が安く入ってく るた
；
ｌ め，jll費者か国内fl のものをあまり買わなくなったから。　　　　　　　　　
ｌ
：ｕ｣木かどのくらい食物仙人に却っているかの年代別rHI ，11 木人の食生活の変化の?11
け い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
1･rl
夲も牋坊か鳬唳して，火業串 も少なくなっていきサラリーマンになる人が多くなっ
：
ｌ た。?･iい人lj， 羶２次や揶３次にいき，衲 一次は３ｋとかで俊祺汽･がいなくなり， 少な
ｌ
１　くなっ た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｌ
ｌ(現代のr砧･のIQ別 邸･)かのっているmi.)　　　　　　　　　　　　　　 １
１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １
１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １
１・高度ll 鴣成艮によって，砿'll范やサービスｉ がより必便となり，農産物14 経ｎが高くＩ
１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １
１ なｰ,てその5)如il劼 頃 くなI)，安く大ｍに輸入した力がよくなった。　　　　　l
1 1･| 11。あたりのIII･物ととれ高の隰陟，作物の価梏の拑俘，ａrli物 の輸入の雎移，鉄綱ｌ
ｉ
：
絨・石油訛lｙのMil!のＩＦｔ;)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１
１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １
１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １
!・第２次昨剔j ，人咄a. 剛ﾋ などによって大μ眼 になり， 労働力 も必羮となり11民所呎
１　 ６鳥 くな る。
Ｉ
Ｉ（叫 前か ら 戦後 に かけ て の卵 ２ 次産 業 の変 化。）
l・経沸の高度成長にともない，人がみな都公に11り|きにいったり木を 叨ったりして， 住宅
ｌ　を建てるなど，第一･次産業従･】l占の臈く場所がなくなったりしたから。
; m- 宅建築の地図，就瞭ﾉ,数）
｜ｌ
ｌ・Ｍ反政策をもこなったから（鳩反政拍について）
｜l
l・弟ａ次llで業に人気がql･IIし，jljい人がJa家などの後を鶤ｶlなくなったから。
ｌ（名fl=liの平均lr齢表）
l・余ってきて，り くれない,1 うになったので，どんと･ん一刀11Jｗ;がμ つてきた。 そして，
１ 国民哺|りのallalj減 ってきた。その代わりに，工業やサービ ス業が減ってきた。
１（ｎ 作物６ 川｡･MIの割ａ，工業生産の割台）
｜１
!・第一･次は，収人の不安定やａ 業の襪14 化などにより人11 はμ り，節二次は，工業の剔
ｌ 呎にと６なってI肬業人川も増え，第三次は，ｎ しがＱかになるにつれ
’ 多くなった。
サ ービ ス業 が：
１
１
1（ ）11.のfl‘14 グラフ; 農業の機械化の状況，サービ ス業の変化，第一次哩罰の収入の不Ｉ
Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ
・ 安定な状況）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ
Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｌ
ｌ･
隨械によってオートノーション化川ltろ｡ ２次，３次の方が楽して粭171がいっぱい ６
１
｜ らえ るか ら。
い 台nall 別 の1plか い内 こ1俘111 ）
?
?
l･ 朏lj 訛や1冒?が祁会 にでることにより，第一次産業は減ってくる。収入が安定してい１
｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ｉ
Ｉ て高い力へ人は!1!まると思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １
１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １
１・ｎｌ 水産業の仕･llに就く人が減り，その助の産業で罍く人か川えたからだと思う。　 １
（3） 事例の「ｲ反説」…本稿Ⅲの（2卜 ２の場合
○インドのダイヤモンドの輸出入
’‾‾‾‾“ ‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾゛‾‾‾’‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾|
I
la く売ll る国 に 売っ て， 安 く買 え る岡 から 買 ってい る か ら。　　　　　　　　 Ｉ
。 １
ダイ ヤ モンド だり 啗111L. て 篠 田Ji だり 輸人 す ると いう 貿 易を す ると， イ ンド の 経済 は1
不 賞 定に なり か らで あ る。 イ ンド の収 人を で きる たり安 定 さ 奴 るた めに， ど ち らと も
：
輸出入をしている。
１ ・ グ イヤ モン| は゛,嵋 馮なlj ので， ろん な が欲 しが る から では な いか 。
Ｉ
Ｉ ・ イ ンドで は ダ イヤ モ ンドが と れ るので 輸 川卵一 位 とな っ てい る。 輸人 に あ るのlj ， ダ
イヤ モ ンド を 使川し て 昨 った 製品 であ る。
：・なんらかの閲係で，㈲||されるダイヤをンドよりも輸人するダイヤモンドの方が，価
Ｉ　 段が高いからだと思う。
Ｉ
Ｉ・輸人より６輸川の企額が川えているところから，1･11ylして，自国の分をたして輸出を
ｌ　 するか，輸人したダイヤモンドを加1:して輸111していると考えられる。
国内でとれるダイヤモンドほほとんど肭111向りで，国内に夕'イヤモンドが不足していＩ
るので陥人している。
愉出の爪が多いと自国の分か少なくなってしまう。貿易をするうえで相手国から６
いろいろ愉人しなければならないから。
‐
‐
?
‐
?
?
； ・鵬111品f] のダイヤモンドは，インドてとれた原石のもので，それを愉出して捐輪などI
1　141111 したものを陥入している。　　　　　　　　　　　　　　　　　
ｌ
１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １
１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １
１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １
１・良１ のダイヤモンドなどをあっめるためや，肋の国の退んだ技術をとりいれるため。
１
１ ・インドの1Jのと他のljlのものとｎが迫うからだろう。　　　　　　　　　　
：
：
・高いμi段で売って，安いQII･.JIでyxうことにより，Ilj戉を哨やしたいからではないか。
：
｜　　・?
? ? ? ?
・ イ ンドの ダ イヤ モ ンド は吻1 ¶したIJ うがIIJa にな り，国 内 で貝 う と高 い ので ，安 い夕り
国 の も のを71 う 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ
｜
・ イ ンド の ダイ ヤモ ンド は良il で高 く，同 内 で･ａ う 人が いな い ので ，他 国 へ売 り， 代 わＩ
りにあまり良質でない安い ダイヤモンドを輸人している。
ｌ ’原1 拝l を 輸111し, ’加 工 さ れた もの を輸 入し てい る と思 う。
:
＿＿＿－＿－ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿－ ＿＿＿＿＿＿＿＿。
○インドの機械類の輸出入
r ‾‾‾’‾’‾‾
II 戝馘哨インド」
?
?
一 一 一 一 一 一 一
郎品を輸入し，加11刊品を輸川している。よって インドは加工貿易国である。
り 機械卯1 ，多くの糾品を輸人し，それを岡内で加工しているのだろう。
? ?
‐
‐
‐
Ｉ・インドよりlj允りlのおくれた岡に怕出して，允展した国（先進国）の優れた牋械を軸 Ｉ
：　
人し。そ れにより牋Ⅲの向1こ，発展に努めているからだと思う。　　　　　　　
：
ｌ
・インドでっくれろような筒11!なものは輸出して，|倡|卩jしくみのものを輸人している
ｌ
の だろ う。
い 紹品を輸1111 Lて，できあがった６のを柚入するから。　　　　　　　　　　　 ｜
に 穣14 圸といってもいろいろあるし，インドと他の岡とでは仝然ちがった６のになって
：
：　い３．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１
い 辺う国の隨叭邨を輸人してr1分の国の芦考にする。あるいは，輸入と愉1,bを緑り返し
Ｉ
Ｉ　てlll肪をj豺j すためだろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ｉ
に 自国の６の勉川のしのいろいろ辺うだろうから，他国のもの６使ってろたいからで は
１
１　ないか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ｉ
に1'1濆 のよい外1詞のものをｎ い，郎品や安いものを外liiに売っていると思う。　　　
ｌ
：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｌ
○カナダの自動車・原油の輸出入
ｒ －－－－‾‾‾‾‾’‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‘ ‾‾‾‾‾‾‾←‾‾‾‾‾’‾‾‾～ ‾‾‾‾‾‾|
い 暗 かに1･ほが|･Ｕ･J く って い るか，11 木il｛の 力 が竹 能が い いか ら とか， 人 気が あ るか ら ｌ
１　 ア メリ カは 陥 人し凵 ｝夲 でIJ 外岡 巾,が 人気 が ある から 輸 入し て い るのと 同 じだ と思 い １
１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １
１　 まｊ｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｜
１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １
１ 
’|’ほいII‘｡とい っ て ６紹品 は たく さ んあ り， 例え ばエ ン ジンを アノ り 力か ら仙 人し て， 完
１
１　 成Ill.と して カ ナ ダから だｔ と い う11:IIIろ じ ゃな いの かな。 そ れ か，国 内 の小 と 価晧 品 １
１　 麑のill]で｡姐 ’i･して より よい11t をni る よ うに 好力 して い るので は な いか。‘　　　　
１
１ 
’ １’|本で も外国 申に 垂 る人が い る よう に， カ ナダで も カナ ダ痃 の 車を 使川 す る人 も い れ
：
i
nll
ｉ　　　 ：　
ぱ，人 凧生産で質のよい[| 木の･1(を崗川する人 い1 るし，JI)途 によってどちらのiltをｌ
１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １　　　 １　ｆ･ｌうか{j変わってくると思うから。　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｌ
ｉ
・ａ 圸がすくなくなり，ａ 裏だlj ではａ１していり なくなり， 仙の躱１ に就く人かでて1　　　1 ・lj本に外jlIcがあるように，ガリー ダもいろいろなところにWillして，輸入すると思う。
｜
｜　きた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
:(ｌｉｌrlEfjglii･11)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:　　　:r ｌ ‾゛'111｣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:
｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　1 ・その国で{･Jjうものによって，原油をわりていると思う。 それにあった原油を輸入して1
1
・工業かめざましく允展していったのと，その晧果若い人がどんどん両にでていって，
：　　　
１　 いるからてはないか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ｉ
Ｉ 農業とかする人か少なくなっていった。
ｌ（産ｉ別の廁く人目を71いたもの）
|_＿＿。＿＿__ ＿__ ＿。。＿＿______ 。。＿___ ＿＿＿。＿__ ＿＿－______ ＿
（　 ） 内 は 生 徒 が 検 証 の た め に 必 要 と 考 え た 資 料
！ ・ji.人潮周辺は｡】liがIISん。それでアノリカとの国 鳩があるので，輸入は７ メリカからｉ?
?
輸出はヨーロッパだと思う。
１　　　 。　　　　　　　　　　 ，
・ ・ 愉j11し てい る も のと 愉入 し てい る もの の賢 が趣 うか ら だと 思う 。
1 。＿＿＿＿＿＿。。 ＿＿＿＿＿＿。＿。 ＿＿＿＿＿＿＿。＿＿＿＿＿＿＿。。＿ ＿＿＿
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(4) 問題事例についての学習者の感想
厂インドの輸出入｣，｢カナダの輸出入｣ の仮説等
に関する問題事例についての生徒の感想は概ね，次
のようである(・6)。
‐
‐
・旧ll やテレ ビの ニュ ースなどF] 頃 からi.ほ につ いて， あ るrj!度[1 を向け てい なけ わば1
7'l ゛7'r--'--'y---'7177777---' ？“'‘'-,‘゛r･x－ ¬frtt ご･しf“IxIs“･ﾐf-?－“t7? で7--r7 ‾7??¶ ｜
ついて いり ないと思 う。 覚え るの と違 って考え る力 かっか ないと いlj ないので， 受験 １
-ﾐ ¶f･－一一｡ 一一 一一f太 太 〃　　　　 ｜
勉IM ずに ，二･･ － スを閧い たり 授業を 闘い たりす ればい いので， 今日 や ったテ スト　 １
ゐた いなの が， 個人的 にlj い い なあと思 った。　　　　　　　　　　　　　 １
１
｜
・畩か な細識1, 必 要だり ど， それを ひ ねうてあ るので や やこしい。 いま まで頡 械的に答
ｌ
えてい たの が， 阪謚と かを 考えて 芥え なり11 ぱいり ないの で践 しい。 ダう フの 笳み収
：
－一一一一･-･--=
りな どlj ， その時 代 のII.会的 背 景を もってい なＵ ればとり ない。 とにか く今 までと は １
台-7- ‥-･-rrT. 一一一π-y7 二･●一一一一--一一w= ¬-=-=sr777'7゛ 　　　　　　 ｜
全然 らが･, て甦 しい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ：
１
｜
・今ま での1111顎形式 と追 ってか なりll し かった。 この よう な文ぐtで 肓く テス Ｈ こなると　 Ｉ
かな り5) か ら なくな る。 で も，こ のよ うなIB潮 は， 觧リ た時か うれし くな る。　　i
m －－｡｡｡- 一一｡一一y-'--J--　　　 ｜
｜
｜
｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｜
・首il の1111顋 をす るより もか なり難 しか った。 こん な闘 題 を觧い たのl垰 』めて だった の
ｌ
で，1rlれなかった。
・こういうふうな勉強をしていれIJ解り ると思うり れども，勉強していないとだめ。
－ 丶'7'f呷yr'x皿-¶㎜■』|ご“｀?ヴーr5こｰ=て?匹_｢ﾐww.･｀ r?
それに，11汨11したりするのじゃないので鱧しすぎる。
? ?
?
? ? ?
くことが肝要である。
Ｖ　今後の課題
岩田一彦氏も指摘しているように「複数の正答があ
る問題」（註7）をはじめとしたテスト問題の質 の吟味，
開発を継続したい。本稿では主題に係って３つの視点
から問題事例を提起した。この３点以外で重視したい
点は次のようである。
①社会事象間の因果関係の説明を多くの資料の中から
選びだし，その資料（場合によっては複数の資料）
を根拠にして説明していく問題
②一つの問いに対し複数の正答が予想され，その正答
の根拠を明示し，説明する問題
③所与 の条件を設定し，作業を課する問題
④問題の解決，解明に当たって方法を重視する問題
Ｉで述べたようにテスト問題の開発・改善は授業の
改善と表裏一体をなしている。日常の授業では，説明・
判断・推論が重視されなければならない。例えば，同
じ「説明」でも社会科の時間数が極めて限定されてい
ることを考えるとき，可能な限り「本質的因果関係」
の説明を重視したい。 この点に関して，筆者は「隙間
を恐れない指導 の工夫と ペーパ ーテスト の問題改
削 （註8）の中で問題提起をしている。
今後は主題に係るペーパーテスト問題の開発を行う
とともに，得点率・反応・内容等の分析，考察，授業
との係わり等を総合的に行い，問題の質を高めていく
ことが肝要である。
（註１）伊東亮三「社会科教育における評価研究の課
題」『社会科教育論叢』第xxxi;集　1984 年
ｐ,28
（註２）岩田一彦「地理的分野における課題学習によ
る授業構成」岩田一彦他編『個を生かす課題
学習とは』東京書籍　1990 年　pp.21 ―22
（註３）岩田一彦『地理教科書を活用したわかる授業
の創造』明治図書　1984 年　p.23
（註４）橋本重治『教師自作テストのっ くり方』日本
図書文化協会　昭和47 年
（註５）「平成３年度入学選抜結果の概要」 福岡県教
育委員会編『教育福岡』平成３年　p.13
（註６）生徒の反応・感想等は福岡教育大学附属久留
米中学校３年生を対象に1991年９月に調査し
たものである。
（註 ７）岩田一彦「知識の質と能力の視点から」教育
情報センター編『学習達成度第２回調査分析』
明治図書　1983 年　p.52
（註８）渋沢文隆編『新しい地理的分野の指導事例』
明治図書　1991 年　pp.202  ―209
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のでいいと思う。向をｎわれるかわかったしんじゃない。何か圃111のｏｏについて意
見を述べよ。とかいう大学のll川1みたいでわからない。こんなのがでた口には，私は
ギプアフブです。
・こん な1111鄒11 式 はは じめて だった ので， 全然 わか らなか うたし答 えにく かっ た。 まさ　 ｌ
か， 什図 や仮説 までで ると は Ｍ 扣こ反 してい た。 と にか くln に くかっ た。　　　1
" ●･← ● ･=-1●－ ●I四 ●ｍ･●皿 ●皿　　　 ｜
｜ｌ
｜
｜
・とて{j ，黯IJ･,1 だ。 テ スＨ こで た ら点 が忿 かっ たと,・ う。 地図 など， わか ってい る　Ｉ
一 一-- 一一 一 一
つ も･り哩 ６， 企然 わか ってい ない もの かあっ た。　　　　　　　　　　　　l
゛'･‘' ‾ ‾'‾‾‾" ‾‾‾"‾"･ ‾,‾'= ‾="＝‘ご‾7‾゛ 7'　　　　　　　　　　　　 ｜
・　　　　　　　　　　　　　　 ｜
・はじめ て鮃 くIII噸lj' か りてと まど った。 で も， 入Ｍ 前に こうい う|!!|8iに 手をつ け られ ｌ
て良 かｰ, た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｌ
｜
｜
・ こうい う111閇衵 ， 前か らUI んぜ ん苫Ｉ だ ったか ら， わか らなかっ た。 こ うい う』11圜 を Ｉ
だすIM 幼‘川えてくるのなら。扣?7しなりれ|,fいりないなあと・･1 た。６に，地閃は
垉1堋a でみてしかわからないのが，現実だから。
ｺｰ-･=-・･=●r‾'="ﾐ冖气¬｡'yﾏｰ■･-ts太一－－=¶-y-･.x
・大変J¶しかった。 これが，入試恥冊の川題じゃなくて，本｀ !1によかｰ,た。
III･|司 の恣卜1;が劼ろ取I 爿こくいし ， 考えなlj れぱ いり な いので斤?くの が鴛し かっ た。
また， 解芥を 夊に裏 すの が人変 だ うた。
取 る力 が 今のi l;会の勤 きに つい ていけ るよ うにな るから， 別に こうい うlll囹 でも，差
r°rﾐﾐ〃sl ‾-･-｀气｡2' “+r-7m"-9'qyf.-', マr ｀7｀ ~｀ J??｀ ?f
しつ かえな いか らよ いと思 う。
・r 川 か ら読 み取 る時 とか、 ある 陞度 考えた りする知 識が ないと 仮説か たて られな いか'
六一一･-'r:'乙7'7'7"r･､'7'7t'‘ご‘tttご つ--t　 ｜
ら甦 し い。
・ 曜 し い と こ ろ ６ あ っ た が ， 啗 記 す る よ り も こ ち ら の 方 が い い か ６ し れ な い 。
吋II測 頤 を 便･･ だ 。 し か し ， 自 分 か ら こ ん な 川 閥 を や り た い と は 思 わ な い 。
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・いままでならｰ･た知識を肥いだＬながら，考えていった。地図を;'lくのや仮説をたて　１
る の は 片 丁･ な の で 竝 し か っ た 。
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本稿の主目的は説明・判断・推論を重視したペー
パーテスト問題事例の提起である。この種のテスト
についての生徒の感想を参考にするとともに，各問
毎の得点率，解答の分析等を行い，改善を重ねてい
